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主な内容
村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年4月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９８（+２）
４８７（+２）
２５２（+１）
２３５（+１）
274.22k㎡

【４月３０日】
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・軽自動車税　　　　
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

4/7やまゆり学園、開校式・入学式より
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施政方針……………………………………
令和2年度上北山村一般会計予算の概要…
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庁内異動等…………………………………
新規採用職員紹介ほか………………………
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国勢調査員募集・工業統計調査……………

 
 
 
 

２０20年
工業統計調査を実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を明

らかにすることを目的とした統計法に基づ

く報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は中小企業や地域振興などの

基礎資料として利活用されます。

　調査時点は2020年6月1日です。

　調査票へのご回答をお願いいたします。工業統計キャラクター
コウちゃん

　総務省・経済産業省・奈良県・上北山村

　令和2年10月1日を基準日に国勢調査が実施されます。
　国勢調査は国の最も重要かつ大規模な統計調査として、5年
に1回、国内の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策その他
の基礎資料を得ることを目的に行われます。本年度は、開始１００
年の節目を迎えます。

国勢調査員とは？
10月1日に実施する国勢調査の事務を行っていただく方
で、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。任命期
間は8月27日～10月26日までです。

・村内に在住し、20歳以上で調査活動ができる健康な方
・税務・警察・選挙に直接関係していない方
・暴力団員でない及び暴力団もしくは暴力団員と密接な関係
を有しない者
・調査で知り得た秘密を漏らさず、最後まで責任を持っていた
だける方

国勢調査員を募集します！

●応募資格

・調査員事務打合せ会への出席（8月下旬～9月上旬）
・調査地域の確認（9月上旬～9月下旬）
・調査票の配布と改修（9月下旬～10月下旬）
・調査書類の検査と提出

●募集期間　4月22日（水）～6月30日（火）

●主な仕事内容

・国の基準により報酬が支払われます。
・報酬は受け持ち地域数により変わります。

●報酬

やまゆり学園 入学おめでとう！
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私
の
政
治
信
条
に
つ
き
ま
し

て
は
、
豊
か
な
村
作
り
、
住
み

や
す
く
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
村
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

村
政
の
舵
取
り
を
任
せ
て
頂

い
て
か
ら
早
4
年
目
と
な
り
、

今
後
更
な
る
努
力
精
進
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
村
経
済
の
充
実

が
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
を
第
一
目

標
に
定
め
村
政
を
担
っ
て
い
く
所

存
で
す
。

　

経
済
を
回
す
方
策
と
し
て
、

就
任
当
初
よ
り
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
を
掲
げ
、
そ
の
核
と
な
る

宿
泊
施
設
の
整
備
に
腐
心
し
て
き

ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
、
5
月

17
日
に
ホ
テ
ル
「
フ
ォ
レ
ス
ト
か

み
き
た
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
一
重
に
議
員
の
皆
様
並

び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
施
策
に
つ
い

て
、
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

■
観
光
産
業
に
つ
い
て

　

ホ
テ
ル
の
運
営
を
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
核
と
捉
え
、
そ
こ
か
ら

派
生
す
る
特
産
物
の
開
発
、
観

光
資
源
の
発
掘
、
そ
し
て
今
後
、

当
村
の
二
大
観
光
地
と
し
て
い

く
和
佐
又
山
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

特
産
物
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

ホ
テ
ル
厨
房
室
隣
に
特
産
品
加
工

開
発
室
を
設
け
、
こ
こ
で
村
民
の

皆
様
を
対
象
に
村
の
野
菜
、
果

実
、
山
菜
等
の
加
工
を
し
て
い
た

だ
き
、
販
売
に
つ
い
て
は
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
か
み
き
た
が
受
け
持
た
せ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
等
の
生
産
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
行

い
、
地
域
生
産
者
の
励
み
と
し
て

い
た
だ
き
、
ホ
テ
ル
側
が
そ
れ
を

料
理
等
に
使
用
し
売
り
も
の
と
す

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
野
菜
等
の
生
産

を
手
助
け
す
る
団
体
の
設
立
で
、

手
助
け
の
中
身
は
市
場
調
査
、
野

菜
等
の
集
荷
、
販
売
を
担
っ
て
い

く
作
業
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
こ
の
団
体
に
耕
作

放
棄
地
の
再
生
や
ち
ょ
っ
と
し
た

場
所
に
草
花
の
種
を
撒
く
計
画

を
担
っ
て
も
ら
い
、
村
全
体
が
明

る
く
な
る
よ
う
な
風
景
を
創
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
資
源
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

と
、
現
在
あ
る
資
源
の
見
直
し
及

び
充
実
を
柱
に
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
で

す
が
、
白
川
又
流
域
に
光
を
当

て
、
あ
の
地
域
の
持
つ
大
自
然
を

売
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
林
道
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
令
和
2
年
度
は

林
道
整
備
と
登
山
ル
ー
ト
の
整

備
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

白
川
又
流
域
以
外
で
は
、
又
剣

と
林
道
橡
谷
西
ノ
谷
線
と
の
ア
ク

セ
ス
道
の
整
備
、
協
力
隊
活
動
の

成
果
で
あ
る
、
上
北
山
の
旧
道
や

古
道
、
筏
道
の
踏
査
結
果
を
今
後

は
本
格
的
に
整
備
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
も
聞
き
、
今
後
、
観
光
資

源
に
活
か
せ
る
よ
う
試
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

北
山
川
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

北
山
川
産
の
魚
の
利
用
と
、
有
料

釣
り
堀
の
検
討
等
、
漁
業
組
合
に

相
談
し
な
が
ら
、
村
の
活
性
化
に

繋
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

和
佐
又
山
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
令
和
2
年
度
、
和
佐

又
山
ヒ
ュ
ッ
テ
の
解
体
除
去
を

行
い
、
令
和
3
年
度
、
新
し
い

ヒ
ュ
ッ
テ
の
建
設
に
取
り
掛
か
れ

る
よ
う
な
施
策
を
講
じ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
隣
接
す
る
ス
キ
ー

場
ゲ
レ
ン
デ
の
新
た
な
利
用
方
法

を
地
権
者
の
了
解
の
も
と
、
多

種
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
協
議
検

討
を
行
い
、
よ
り
有
効
な
利
用

方
法
を
立
案
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
林
業
に
つ
い
て

　

昨
今
は
村
内
の
林
業
従
事
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は

あ
り
ま
す
が
、
村
の
97
％
は
森
林

で
あ
り
、
林
業
を
軽
ん
じ
て
は
、

村
の
存
続
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

村
の
林
業
行
政
は
二
つ
の
方

向
性
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
従
来
か
ら
の
村
有

林
の
管
理
と
除
間
伐
等
の
補
助
金

事
業
の
拡
充
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
森
林
組
合
の
力
も
借
り
て
、

従
来
か
ら
の
政
策
を
更
に
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
新
し
い
試
み
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
森
林
環
境
譲
与

税
は
１
３
０
０
万
円
弱
で
あ
り
、

令
和
2
年
度
に
は
２
７
０
０
万
円

あ
ま
り
と
の
事
で
次
年
度
以
降
も

増
え
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
を
、
資
源
と
し
て
の
活
用

以
外
に
、
国
土
保
全
機
能
、
生
物

多
様
性
保
持
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
野
外
活
動
の
場
と
し
て

の
活
用
等
、
今
ま
で
予
算
措
置

し
に
く
か
っ
た
分
野
の
事
業
を
進

め
、
新
し
い
展
開
を
試
み
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
山
林
所
有
者
の

ご
協
力
を
得
て
、
ホ
テ
ル
周
辺
の

山
林
を
森
林
公
園
と
位
置
づ
け
、

そ
の
為
の
調
査
及
び
計
画
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
つ
い
て

令
和
2
年
度

施 
策 
方 

針
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は
、
こ
の
計
画
を
前
進
さ
す
べ
く

現
場
で
の
作
業
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

　

森
林
に
親
し
ん
で
貰
え
る
試
み

と
し
て
、
遊
歩
道
の
整
備
、
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
や
ツ
リ
ー
デ
ッ
キ
の

設
置
、
児
童
・
親
子
を
対
象
に
し

た
「
き
こ
り
教
室
」
、
杉
ひ
の
き

等
の
一
斉
林
か
ら
の
転
換
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
除
抜
と

有
用
広
葉
樹
、
熊
野
桜
な
ど
を

植
樹
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
平
成
３０
年

度
に
立
ち
上
げ
た
林
業
活
性
化
協

議
会
を
核
と
し
て
事
業
展
開
を
図

る
方
針
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
林
産
物
の
採
取

及
び
販
売
、
木
材
加
工
品
の
開
発

販
売
等
を
通
し
、
林
業
、
森
林

に
か
か
る
部
門
で
の
活
躍
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
建
設
産
業
に
つ
い
て

　

国
の
公
共
事
業
費
は
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
山
間
地
域

へ
の
配
分
は
抑
制
基
調
で
あ
り
、

本
村
発
注
の
公
共
事
業
枠
も
そ

の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

担
当
課
に
は
少
し
で
も
有
利
な

補
助
金
事
業
の
獲
得
を
で
き
る
よ

う
頑
張
ら
せ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

他
方
の
奈
良
県
土
木
部
発
注

工
事
や
治
山
事
業
は
、
従
前
よ

り
奈
良
県
担
当
部
署
に
強
く
働

き
か
け
、
公
共
事
業
に
お
け
る
フ

ロ
ー
効
果
と
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
当

村
に
も
た
ら
せ
て
頂
く
よ
う
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伯
母
峯
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、

こ
の
事
業
の
中
で
地
元
業
者
で
も

施
工
が
可
能
な
付
帯
工
事
に
つ
い

て
は
、
国
交
省
に
要
望
し
て
地
元

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
う
よ

う
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。　

　

そ
の
他
、
白
川
か
ら
河
合
の

対
岸
道
路
の
設
置
に
つ
い
て
、

白
川
地
区
か
ら
の
強
い
要
望
も

あ
り
、
令
和
2
年
度
は
、
再
度
、

労
務
対
策
道
拡
幅
整
備
プ
ラ
ン

を
見
直
し
て
、
改
め
て
白
川
を

基
点
と
し
北
進
す
る
計
画
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
少

な
か
ら
ず
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、

白
川
林
泉
寺
前
が
急
峻
且
つ
狭

小
で
あ
る
こ
と
、
先
線
に
於
い

て
二
つ
の
谷
が
あ
り
、
そ
こ
を

渡
る
方
法
と
し
て
の
橋
梁
架
設

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
、

一
方
の
谷
の
上
流
部
、
谷
幅
が

狭
く
な
っ
て
い
る
地
点
で
の
横
断

は
施
工
性
に
お
い
て
難
易
度
が

高
く
な
り
や
は
り
費
用
が
か
さ

む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
は
言
え
、

安
心
安
全
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
令
和
2
年
に
お
い
て
は
、
先

ず
は
ル
ー
ト
の
調
査
を
森
林
組
合

の
力
も
借
り
て
、
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
■
住
民
福
祉
に
つ
い
て

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
を
更

に
進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

設
置
し
た
ば
か
り
で
不
慣
れ
な

部
分
の
ほ
う
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
が
、
利
用
方
法
次
第
で
も
っ
と

効
果
が
出
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
機
能
や
情
報
伝
達
の

ス
ピ
ー
ド
化
、
そ
の
機
能
を
利

用
し
た
各
商
店
の
販
売
促
進
等
、

小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
の
更
な

る
利
用
推
進
で
す
。

　

村
と
し
て
は
、
若
者
が
集
え

る
よ
う
な
場
所
、
勿
論
若
者
に

限
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
村
民
が

気
安
く
集
え
る
場
所
と
な
っ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
な
ど
は
、
若
者
が
も
っ

と
集
え
る
よ
う
な
場
所
と
な
る

べ
く
、
先
ほ
ど
の
端
末
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
も
活
用
し
て
、
積
極
的

に
利
用
促
進
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

体
育
館
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
器
具

の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
に
本
を
設
置
、
気
軽
に
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
が
飲
め
る
・
屋
外
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
出
来
る
よ
う

な
施
設
と
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
施
設
の
一
部
を
、

村
の
老
人
達
が
集
ま
り
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
余
生
を
送
れ

る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
も
ど
き
計
画
を
、

多
少
の
困
難
さ
は
伴
う
と
し
て

も
、
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■
行
政
に
つ
い
て

　

昨
年
同
様
、
業
務
の
遂
行
に

お
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
に
当
た
る
と
い
う
方
針
を

堅
持
す
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
役
場
の
組
織
を
一
部
改
変

し
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
か
ら
は
、
総
務

企
画
課
を
総
務
課
と
改
め
、
従

来
の
企
画
部
門
を
地
域
振
興
課

改
め
企
画
政
策
課
に
新
た
に
従

属
さ
せ
、
財
政
を
含
め
た
政
策

遂
行
の
一
元
化
を
図
り
、
政
策
立

案
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
各
課
横

断
的
な
取
り
纏
め
を
行
い
、
縦

割
り
行
政
の
弊
害
を
少
し
で
も

減
ら
す
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

そ
の
他
、
大
台
ヶ
原
物
産
店
、

加
工
セ
ン
タ
ー
、
将
来
の
新
和

佐
又
山
ヒ
ュ
ッ
テ
、
小
処
温
泉
の

経
営
を
当
初
の
目
標
で
あ
る
一
般

社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き

た
へ
指
定
管
理
者
制
度
に
の
っ
と

り
経
営
委
任
で
き
る
よ
う
に
順

次
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

総
括
と
し
て
、
行
政
推
進
に

あ
た
り
、
役
場
職
員
に
は
村
民

の
皆
様
と
の
意
思
の
疎
通
を
図

り
、
常
に
村
民
の
皆
様
の
目
線

で
物
事
に
当
た
る
よ
う
伝
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
村
の
賑
や
か
さ

を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
村
民

の
皆
様
の
協
力
な
し
で
は
為
し

え
ず
、
私
も
含
め
職
員
共
々
、

村
政
発
展
に
尽
く
し
て
い
く
覚

悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の

皆
様
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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広　報 かみきたやま

16億6,664万6千円令和２年度
上北山村一般会計予算 （前年度比0.3％増）

　令和２年度の予算が、3月定例村議

会において可決されましたので、予算

の概要についてお知らせします。

　一般会計は、前年度より499万7千

円多い16億6,664万6千円となり、特

別 会 計を含 めた総 予 算 額 は1 9 億

9,758万7千円となりました。

　
歳
入
に
は
、地
方
交
付
税
や

国
・
県
支
出
金
、村
債
な
ど
の
国

や
県
の
配
分
に
よ
る
「
依
存
財

源
」
と
、村
税
や
諸
収
入
、使
用

料
及
び
手
数
料
な
ど
の
村
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主
財

源
」
が
あ
り
、
本
年
度
の
依
存

財
源
は
構
成
比

77.3
％
の
12
億

8,
8
3
9
万
7
千
円
、自
主
財

源
に
お
い
て
は
、構
成
比

22.7
％
の

3
億
7,
8
2
4
万
9
千
円
と
な

っ
て
お
り
、依
存
財
源
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入

の
50.4
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
8
億
4
千
万
円
で
、前
年
度
よ

り
4
千
万
円
の
増
額
。村
債
は
、

消
防
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
等
に
よ
り
8,
4
5
0
万
円

の
減
額
。　

　
県
支
出
金
は
、林
道
整
備
事
業

に
よ
る
林
業
橋
梁
点
検
事
業
補

助
金
等
に
よ
り
、6,
1
7
4
万

2
千
円
の
増
額
。

 

行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し
た

「
目
的
別
歳
出
」に
お
い
て
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、農
林
水
産

商
工
費
は
、橋
梁
定
期
点
検
事

業
に
よ
る
委
託
料
等
に
よ
り
、

9,
7
1
8
万
5
千
円
の
増
額
。

土
木
費
は
、道
路
橋
梁
維
持
費

の
増
額
等
に
よ
り
、5,
9
5
2

万
5
千
円
の
増
額
。
消
防
費

は
、
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
等
に
よ
り
1
億

8,
3
3
2
万
7
千
円
の
減
額
。

災
害
復
旧
費
は
、林
道
災
害
復

旧
費
の
増
額
等
に
よ
り
、

1,
9
1
9
万
円
の
増
額
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
は
簡
易
水
道
維
持

費
の
増
額
等
に
よ
り
6
5
9
万

円
の
増
額
。
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
、一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
の
負
担
金
減
額
等
に
よ

り
、2,
3
6
5
万
5
千
円
の
減

額
。
介
護
保
険
特
別
会
計
は
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

額
等
に
よ
り
5
2
9
万
3
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方交付税

村 債

県 支 出 金

村 税

国庫支出金

繰 越 金
地方譲与税

使用料及び手数料

:

:

:

:

:

:
:

:

村の財源状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国な
どから借り入れるお金
特定の事業を行うために県か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただくお金
特定の事業を行うために国か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
前年度から持ち越される剰余金
国税として徴収され、地方自治
体へ譲与されるお金
村の施設の使用や住民票の交付
など、特定の行政サービスを受
ける人に負担していただくお金

総 務 費

農林水産商工費

民 生 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費
災害復旧費

議 会 費

:

:

:

:

:

:

:

:
:

:

庁舎の維持管理や戸籍、徴税、
選挙、監査事務など村の総括的
な事務に使うお金
農林水産業、商工業、観光の振
興などに使うお金
社会福祉や医療助成など、安定
した社会生活を保証するため
に使うお金
国などから借り入れたお金（村
債）の返済などに使うお金
道路、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金
小中学校、社会教育や保健体
育など教育各般に使うお金
健康診断や各種検診、ごみ処
理など健康で衛生的な生活環
境を保つために使うお金
消防や防災対策に使うお金
災害で被災したものを復旧す
るために使うお金
議会の運営などに使うお金

35.6%

21.0%

2.8%

4.4%

3.9%

＋

－

－

＋

＋

前年度比予　算　額特 別 会 計

令和2年度

歳入

歳

　

 

入

歳

　

 

出

平成3１年度

令和2年度

（目的別）歳出

平成3１年度

簡易水道事業

国民健康保険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後期高齢者医療

2,511万4千円

8,880万2千円

7,163万1千円

1億2,620万円

1,919万4千円

性質別歳出予算

地方交付税

村　債

県支出金

村　税

国庫支出金

繰越金

地方譲与税

諸収入

各種交付金

財産収入

総務費

民生費

公債費

土木費

教育費

衛生費

消防費

災害復旧費
ほか

議会費

農林水産
商工費

840,000千円

　800,000千円 
413,380千円

420,013千円

165,152千円

157,447千円

188,309千円

185,372千円

353,980千円

256,795千円

150,407千円

90,882千円

116,592千円

111,937千円

94,942千円

278,269千円

101,626千円

97,629千円

48,906千円

29,716千円

33,352千円

33,589千円

192,200千円

276,700千円

176,335千円

184,335千円

133,475千円

71,733千円

86,621千円

88,806千円

44,720千円

41,485千円

68,929千円

81,641千円

37,469千円

39,706千円

39,468千円

23,911千円

30,639千円

35,360千円

14,325千円

15,480千円

2,465千円

2,492千円

使用料及び
手数料

繰入金、寄附金、
分担金及び

負担金

一般会計予算の推移
億

15

H26 H27 H28 H29

10

5

0

13
億
7
5
0
万
円

15
億
2,
9
2
7
万
4
千
円

14
億
9,
5
0
0
万
円

13
億
5,
3
0
0
万
円

H30 H31 年度R2

14
億
4,
6
6
0
万
円

16
億
6,
1
6
4
万
9
千
円

16
億
6,
6
6
4
万
6
千
円

人件費
479,781千円

28.8%

普通建設
事業費等

333,995千円
20.0%

物件費
259,056千円
15.5%

補助費等
284,885千円
17.1%

公債費
9.9%

繰出金
83,148千円
5.0%

扶助費
32,251千円 1.9%

維持補修費
23,832千円
1.4%

7,067千円
0.6%

（投資及び出資金、
貸付金、積立金、
予備費）

その他

165,152千円
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上北山村一般会計予算 （前年度比0.3％増）

　令和２年度の予算が、3月定例村議

会において可決されましたので、予算

の概要についてお知らせします。

　一般会計は、前年度より499万7千

円多い16億6,664万6千円となり、特

別 会 計を含 めた総 予 算 額 は1 9 億

9,758万7千円となりました。

　
歳
入
に
は
、地
方
交
付
税
や

国
・
県
支
出
金
、村
債
な
ど
の
国

や
県
の
配
分
に
よ
る
「
依
存
財

源
」
と
、村
税
や
諸
収
入
、使
用

料
及
び
手
数
料
な
ど
の
村
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主
財

源
」
が
あ
り
、
本
年
度
の
依
存

財
源
は
構
成
比

77.3
％
の
12
億

8,
8
3
9
万
7
千
円
、自
主
財

源
に
お
い
て
は
、構
成
比

22.7
％
の

3
億
7,
8
2
4
万
9
千
円
と
な

っ
て
お
り
、依
存
財
源
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入

の
50.4
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
8
億
4
千
万
円
で
、前
年
度
よ

り
4
千
万
円
の
増
額
。村
債
は
、

消
防
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
等
に
よ
り
8,
4
5
0
万
円

の
減
額
。　

　
県
支
出
金
は
、林
道
整
備
事
業

に
よ
る
林
業
橋
梁
点
検
事
業
補

助
金
等
に
よ
り
、6,
1
7
4
万

2
千
円
の
増
額
。

 

行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し
た

「
目
的
別
歳
出
」に
お
い
て
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、農
林
水
産

商
工
費
は
、橋
梁
定
期
点
検
事

業
に
よ
る
委
託
料
等
に
よ
り
、

9,
7
1
8
万
5
千
円
の
増
額
。

土
木
費
は
、道
路
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梁
維
持
費

の
増
額
等
に
よ
り
、5,
9
5
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千
円
の
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。
消
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、
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ム

整
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事
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等
に
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り
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億
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万
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円
の
減
額
。
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害
復
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費
は
、林
道
災
害
復

旧
費
の
増
額
等
に
よ
り
、

1,
9
1
9
万
円
の
増
額
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特
別
会
計
に
お
い
て
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
は
簡
易
水
道
維
持

費
の
増
額
等
に
よ
り
6
5
9
万

円
の
増
額
。
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
、一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
の
負
担
金
減
額
等
に
よ

り
、2,
3
6
5
万
5
千
円
の
減

額
。
介
護
保
険
特
別
会
計
は
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

額
等
に
よ
り
5
2
9
万
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千
円

の
増
額
と
な
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て
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す
。

地方交付税

村 債

県 支 出 金

村 税

国庫支出金

繰 越 金
地方譲与税

使用料及び手数料

:

:

:

:

:

:
:

:

村の財源状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国な
どから借り入れるお金
特定の事業を行うために県か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただくお金
特定の事業を行うために国か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
前年度から持ち越される剰余金
国税として徴収され、地方自治
体へ譲与されるお金
村の施設の使用や住民票の交付
など、特定の行政サービスを受
ける人に負担していただくお金

総 務 費

農林水産商工費

民 生 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費
災害復旧費

議 会 費

:

:

:

:

:

:

:

:
:

:

庁舎の維持管理や戸籍、徴税、
選挙、監査事務など村の総括的
な事務に使うお金
農林水産業、商工業、観光の振
興などに使うお金
社会福祉や医療助成など、安定
した社会生活を保証するため
に使うお金
国などから借り入れたお金（村
債）の返済などに使うお金
道路、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金
小中学校、社会教育や保健体
育など教育各般に使うお金
健康診断や各種検診、ごみ処
理など健康で衛生的な生活環
境を保つために使うお金
消防や防災対策に使うお金
災害で被災したものを復旧す
るために使うお金
議会の運営などに使うお金

35.6%

21.0%

2.8%

4.4%

3.9%

＋

－

－

＋

＋

前年度比予　算　額特 別 会 計

令和2年度

歳入

歳

　

 

入

歳

　

 

出

平成3１年度

令和2年度

（目的別）歳出

平成3１年度

簡易水道事業

国民健康保険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後期高齢者医療

2,511万4千円

8,880万2千円

7,163万1千円

1億2,620万円

1,919万4千円

性質別歳出予算

地方交付税

村　債

県支出金

村　税

国庫支出金

繰越金

地方譲与税

諸収入

各種交付金

財産収入

総務費

民生費

公債費

土木費

教育費

衛生費

消防費

災害復旧費
ほか

議会費

農林水産
商工費

840,000千円

　800,000千円 
413,380千円

420,013千円

165,152千円

157,447千円

188,309千円

185,372千円

353,980千円

256,795千円

150,407千円

90,882千円

116,592千円

111,937千円

94,942千円

278,269千円

101,626千円

97,629千円

48,906千円

29,716千円

33,352千円

33,589千円

192,200千円

276,700千円

176,335千円

184,335千円

133,475千円

71,733千円

86,621千円

88,806千円

44,720千円

41,485千円

68,929千円

81,641千円

37,469千円

39,706千円

39,468千円

23,911千円

30,639千円

35,360千円

14,325千円

15,480千円

2,465千円

2,492千円

使用料及び
手数料

繰入金、寄附金、
分担金及び

負担金

一般会計予算の推移
億

15

H26 H27 H28 H29

10

5

0

13
億
7
5
0
万
円

15
億
2,
9
2
7
万
4
千
円

14
億
9,
5
0
0
万
円

13
億
5,
3
0
0
万
円

H30 H31 年度R2

14
億
4,
6
6
0
万
円

16
億
6,
1
6
4
万
9
千
円

16
億
6,
6
6
4
万
6
千
円

人件費
479,781千円

28.8%

普通建設
事業費等

333,995千円
20.0%

物件費
259,056千円
15.5%

補助費等
284,885千円
17.1%

公債費
9.9%

繰出金
83,148千円
5.0%

扶助費
32,251千円 1.9%

維持補修費
23,832千円
1.4%

7,067千円
0.6%

（投資及び出資金、
貸付金、積立金、
予備費）

その他

165,152千円
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３
月
定
例
村
議
会
で
は
１
人
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
大
谷
議
員

　
　
村
特
産
品
開
発
に
つ
い
て

　

村
の
特
産
品
開
発
の
一
助
に

つ
い
て
、
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
『
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
』
と
い

う
テ
レ
ビ
番
組
で
昨
年
、
獣

害
が
ひ
ど
い
の
で
稲
作
を
や

め
、
替
わ
り
に
行
政
に
薦

め
ら
れ
唐
辛
子
を
作
り
始

め
た
と
い
う
農
家
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

作
っ
た
唐
辛
子
は
商
工
会

に
買
い
上
げ
て
も
ら
え
る
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
高
知
県
で
は
、

戦
後
行
政
が
柚
子
を
植
え

る
よ
う
奨
励
し
、
馬
路
村

の
柚
子
製
品
は
特
産
品
と

し
て
成
功
を
収
め
て
い
ま

す
。

　

よ
う
は
、
原
材
料
の
育

成
が
先
で
、
製
品
開
発
は

後
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
先
例
は
、
ど
こ
か
が

音
頭
を
取
っ
て
奨
励
し
な
け

れ
ば
、
特
産
品
は
生
ま
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
村
も
行
政
が
音
頭
を
取

り
、
鳥
獣
食
害
の
無
い
農
作

物
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

せ
ん
か
。

　

原
材
料
を
奨
励
確
保
し
て

か
ら
、
加
工
セ
ン
タ
ー
で
の

製
品
化
と
考
え
ま
す
。

　

一
点
、
ア
イ
デ
ア
を
提
供

い
た
し
ま
す
。

　

紀
元
前
２
２
０
年
頃
、
秦

の
始
皇
帝
が
除
福
と
い
う
道

士
に
不
老
不
死
の
薬
を
探

さ
せ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す
。

　

除
福
は
始
皇
帝
を
欺
い

た
、
詐
欺
師
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
気
で
不
老
不
死

の
薬
を
探
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
に
上
陸

し
、
紀
伊
山
中
に
お
い
て
天

台
烏
薬
（
て
ん
だ
い
う
や
く
）

を
発
見
し
た
と
、
新
宮
に
伝

承
が
あ
り
記
念
碑
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

天
台
烏
薬
は
、
薬
用
植
物

で
あ
り
漢
方
薬
の
原
材
料
で

す
。

　

瀧
川
寺
に
現
物
が
あ
り
、

山
林
業
務
の
経
験
者
で
あ
れ

ば
採
取
は
可
能
で
す
。　

　

ポ
ッ
ト
苗
の
挿
し
木
で
増

や
し
、
販
売
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

大
台
ヶ
原
天
台
烏
薬
の
商

標
登
録
な
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
で
も
使
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
山
室
村
長　
　

　
　

村
特
産
品
開
発
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
鳥
獣
食
害
の
無
い

農
作
物
の
開
発
に
つ
い
て
、

行
政
が
音
頭
を
取
り
、
推
進

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
確
か
に
鳥
獣
害
が

年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
、

私
も
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
当
村
の
農
作
物
の

栽
培
は
自
家
消
費
目
的
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
専
業
農
家

と
違
い
、
必
要
と
す
る
或
い

は
、
好
み
と
す
る
作
物
に
自

ず
か
ら
限
定
さ
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
生
産
者
へ
の

応
援
は
、
鳥
獣
食
害
の
な

い
農
作
物
の
募
集
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
基
本
的
に

は
鳥
獣
食
害
防
止
柵
の
充

実
と
害
を
な
す
鳥
獣
の
駆

除
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
鳥
獣
食

害
を
防
ぐ
手
立
て
の
充
実
、

例
え
ば
柵
設
置
費
用
の
増

額
補
助
や
地
元
猟
友
会
と

緊
密
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
効
果
あ
る
鳥
獣
の
駆
除

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
天
台
烏
薬
の
生
産

販
売
で
す
が
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
私
は
こ
の
よ
う
な
樹
木

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
べ
た
と
こ
ろ
、
天
台
烏

薬
は
そ
の
樹
木
の
根
を
漢
方

薬
と
す
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
製
品
化
す
る
ま
で

に
は
、
年
月
を
要
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
事
も

ア
イ
デ
ア
だ
け
に
終
わ
ら
せ

ず
、
実
行
す
る
こ
と
が
成
功

へ
の
道
筋
だ
と
思
い
ま
す
。

　

林
産
物
の
生
産
と
い
う
点

で
申
せ
ば
、
寿
会
の
方
々

に
間
伐
材
の
薪
割
り
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
販
売

実
績
は
毎
年
５
０
０
束
程
度

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
2
月
よ
り

試
験
的
に
上
北
山
村
森
林

活
性
化
協
議
会
に
よ
る
特

用
林
産
物
の
生
産
活
動
と

し
て
、
ア
セ
ビ
の
枝
葉
を
採

取
し
東
京
方
面
に
出
荷
し

て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
活
動
は
基
本

的
に
住
民
の
発
想
と
取
り

組
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
行
政
は
支
援
し
て
行

く
形
が
長
続
き
の
勘
所
と

心
得
ま
す
。

令
和
2
年
度

３
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問

問

答

庁
内
異
動
等

（
上
北
山
村
）

課
長
級

　

主
幹
級

　

　

主
事
級

　

主
査
級

　

主
事
補
級

　

新
規
採
用
職
員

教
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

令
和
2
年
3
月
31
日
付

　

退
職
者

令
和
２
年
度
４
月
１
日
付
庁
内
異
動

※（
　
）内
は
前
課
・
職

■
総
務
課

　課
長

　
岡
　
周
示

　
　（
総
務
企
画
課
・
課
長
）

■
企
画
政
策
課

　課
長

　
北
岡
　
孝
之

　
　（
建
設
課
・
課
長
/
地
域
振

興
課
・
課
長
）

■
建
設
課

　課
長

　
岩
本
　
達
幸

　
　（
建
設
課
・
主
幹
）

■
住
民
課

　課
長

　
三
島
　
章
人

　
　（
保
健
福
祉
課
・
課
長
）

■
保
健
福
祉
課

　課
長

　
北
室
　
幸
一

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
幹
）

■
総
務
課

　主
幹

　

　
小
西
　
隆

　
　（
出
納
室
・
主
査
）

■
企
画
政
策
課

　主
幹

　
神
林
　
真
充

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
幹
）

■
総
務
課

　主
査

　
東
　
直
樹

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
査
）

■
企
画
政
策
課

　主
査

　
奥
田
　
信
行

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
査
）

■
建
設
課

　主
査

　
辻
井
　
隆
之

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
査
）

■
総
務
課

　主
事

　
東
　
紘
佑

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
事
）

■
総
務
課

　主
事

　
高
橋
　
純
子

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
事
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
中
岡
　
宏
太
　

　
　（
総
務
企
画
課
　
主
事
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
山
岡
　
晃
悟

　
　
（
総
務
企
画
課《
県
派
遣
》・
主
事
）

■
診
療
所

　主
事

　
※
保
健
福
祉
課
　
兼
務

　
大
西
　
俊
行

　
　（
保
健
福
祉
課
・
主
事
）

■
出
納
室

　主
事

　
大
森
　
慶
子

　
　（
教
育
委
員
会
・
主
事
）

■
企
画
政
策
課

　主
事
補

　
更
谷
　
亮
太

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

■
企
画
政
策
課

　主
事
補

　
畑
中
　
奈
央

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

■
建
設
課

　主
事
補

　
上
村
　
皆
人

　
　（
住
民
課
・
主
事
補
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
真
下
　
修
平

■
住
民
課

　主
事
補

　
吉
住
　
琉
雅

■
保
健
福
祉
課

　主
事
補

　
芹
川
　
美
穂
理

■
教
育
委
員
会

　主
事
補

　
山
田
　
菜
都
美

■
診
療
所

　所
長

　
金
谷
　
悠
司

■
住
民
課

　課
長

　
松
島
　
克
典

■
診
療
所

　主
事
補

　
東
畠
　
鈴
奈

■
看
護
師

　
山
本
　
み
ち
る

■
小
学
校

【
転
出
】（
　
）内
は
転
出
先

　
武
藤
　
加
那
子

（
生
駒
市
立
生
駒
東
小
学
校
）

　
中
東
　
郁
雄

（
上
北
山
村
教
育
委
員
会
）

■
中
学
校

【
転
出
】（
　
）内
は
転
出
先

　
西
本
　
正
喜

（
御
所
市
立
名
柄
小
学
校
）

　
久
富
　
雄
太

（
高
田
市
立
片
塩
中
学
校
）

　
神
戸
　
弘
士

（
五
條
市
立
五
條
西
中
学
校
）

　
西
谷
　
英
一

（
浪
速
高
等
学
校
）

【
退
職
】

　
更
屋
　
良
子

※
や
ま
ゆ
り
学
園
　
再
任
用

　
久
富
　
さ
き

　■
や
ま
ゆ
り
学
園

【
着
任
】（
　
）内
は
前
勤
務
先
等

　
高
井
　
成
泰

（
吉
野
中
学
校
）

　
森
川
　
佳
穂

（
新
規
採
用
職
員
）

　
福
本
　
奈
央

（
新
規
採
用
職
員
）

　
鳥
塚
　
隼

（
新
規
採
用
職
員
） 

令
和
2
年
4
月
1
日
付

【
診
療
所
医
師
】
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庁
内
異
動
等

（
上
北
山
村
）

課
長
級

　

主
幹
級

　

　

主
事
級

　

主
査
級

　

主
事
補
級

　

新
規
採
用
職
員

教
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

令
和
2
年
3
月
31
日
付

　

退
職
者

令
和
２
年
度
４
月
１
日
付
庁
内
異
動

※（
　
）内
は
前
課
・
職

■
総
務
課

　課
長

　
岡
　
周
示

　
　（
総
務
企
画
課
・
課
長
）

■
企
画
政
策
課

　課
長

　
北
岡
　
孝
之

　
　（
建
設
課
・
課
長
/
地
域
振

興
課
・
課
長
）

■
建
設
課

　課
長

　
岩
本
　
達
幸

　
　（
建
設
課
・
主
幹
）

■
住
民
課

　課
長

　
三
島
　
章
人

　
　（
保
健
福
祉
課
・
課
長
）

■
保
健
福
祉
課

　課
長

　
北
室
　
幸
一

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
幹
）

■
総
務
課

　主
幹

　

　
小
西
　
隆

　
　（
出
納
室
・
主
査
）

■
企
画
政
策
課

　主
幹

　
神
林
　
真
充

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
幹
）

■
総
務
課

　主
査

　
東
　
直
樹

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
査
）

■
企
画
政
策
課

　主
査

　
奥
田
　
信
行

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
査
）

■
建
設
課

　主
査

　
辻
井
　
隆
之

　
　（
地
域
振
興
課
・
主
査
）

■
総
務
課

　主
事

　
東
　
紘
佑

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
事
）

■
総
務
課

　主
事

　
高
橋
　
純
子

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
事
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
中
岡
　
宏
太
　

　
　（
総
務
企
画
課
　
主
事
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
山
岡
　
晃
悟

　
　
（
総
務
企
画
課《
県
派
遣
》・
主
事
）

■
診
療
所

　主
事
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兼
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広　報 かみきたやま

令和2年度 新規採用職員を紹介します

ましも　しゅうへい

真下修平（35歳）
出身地：奈良県

よしずみ りゅうが

吉住琉雅（18歳）
出身地：奈良県

せりかわ      みほり

芹川美穂理（23歳）
出身地：大阪府

やまだ　　なつみ

山田菜都美（23歳）
出身地：奈良県

　3月末で地域おこし協

力隊を退職致しまして、

4月からは企画政策課で

働かせて頂くことになり

ました。精一杯努めさせ

て頂きます。未熟者では

ございますが、ご指導ご

鞭撻の程、何卒宜しくお

願い申し上げます。

　住民課に配属となり

ました。まだまだ至らな

い点も多くあると思い

ますが、日々努力して、

住民の皆様のお役に立

てるよう頑張っていき

ます。宜しくお願いし

ます。

　保健福祉課に配属と

なりました。

 まだまだわからないこ

とがたくさんあり、ご迷

惑をおかけすることも

あると思いますが、一

生懸命頑張りますので

よろしくお願いいたし

ます。

　こんにちは！教育委

員会に配属になりまし

た、山田菜都美です。

精一杯仕事をし、沢山

の方とつながりを持ち

たいと思っています。

今後ともよろしくお願

いします。

令和2年度　主な事業

・ケーブルネットワーク光化事業
 5,147万7千円　　
・林道橋梁点検委託事業
 4,502万円
・西原団地浄化槽改修工事　
 2,359万3千円　
・岩屋谷残土場整備工事
 2,100万円

・林道和佐又～
 伯母峯線災害防除工事
 2,052万円
・橋梁長寿命化修繕事業
 1,208万円
・橋梁定期点検事業
 502万円

継続事業新規事業

　
4
月
7
日（
火
）、上
北
山
村
立
上
北
山
や
ま
ゆ
り

学
園
が
義
務
教
育
学
校
と
し
て
開
校
し
、同
校
体
育

館
に
お
い
て
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
日

に
義
務
教
育
学
校
と
し
て
、初
め
て
の
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
入
学
式
は
や
ま
ゆ
り
保
育
園
と
合
同
で
行
わ
れ
、入

園
・
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
ま
ゆ
り
保
育
園
に
入
園
し
た
の
は
、吉
田
　
裕
翔

く
ん
、や
ま
ゆ
り
学
園
に
入
学
し
た
の
は
、北
岡
　
龍

ノ
助
く
ん
、島
津
江
　
友
香
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
開
校
式
で
は
、中
垣
内
教
育
長
よ
り
開
校
宣
言
が

行
わ
れ
、山
室
村
長
か
ら
福
本
校
長
に
校
旗
が
手
交
さ

れ
ま
し
た
。

　
入
園
・
入
学
式
で
は
、国
家
斉
唱
の
後
、入
園
児
・
入

学
児
童
の
氏
名
点
呼
が
あ
り
、入
学
児
童
の
2
名
は
元

気
よ
く「
は
い
！
」と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
園
児
の
吉
田
　
裕
翔
く
ん
は
、た
く
さ
ん
の
人
に

囲
ま
れ
て
緊
張
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
の
あ

と
、在
校
生
を
代
表
し
て
田
垣
内
　
蓮
く
ん
か
ら
歓
迎

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、ま
た
、職
員
・
児
童
・
園
児
に
よ

り
歓
迎
の
歌
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
や
ま
ゆ
り
学
園
」
入
学
式
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広　報 かみきたやま

　　

　初めまして、令和２年４月から上北山村診療所で医師として従事致し

ます、金谷悠司と申します。皮膚科を専攻しており、去年までは奈良県

立医科大学付属病院皮膚科で勤務しておりました。今回、村の診療所

で勤務させて頂くのは２回目であり、前回は下北山村診療所に赴任し

ており、北山川沿いの国道169号線は何度も行き来しており、なじみ

が深いです。正直なところ、上北山村は素通りすることが多かったた

め、今回は上北山にどっぷりと浸かれたらと思います。上北山村と下北

山村の両方で働く自治医大卒業生は比較的多く、私が知る限りでも山

中先生、中山先生、高木先生と３人の先輩がおられます。勤務が終わっ

てからも、上北山村の話題で盛り上がることと思います。

　小中学校の頃は野球を、高校の頃は柔道を、大学の頃は競技ボー

ト、山登りをしておりました。飽き性というわけではないですが、

色々と経験したい質なので部活は一貫しませんでした。山登りは以

降も時々続けており、上北山村からは大峰山も行きやすいのでわくわくしております。

　一般内科、一般外科、整形外科ではない医師の赴任で不安に感じられている方もいるかと存じます

が、大学で皮膚科後期研修中も村での診療を見据えて診療に当たっておりました。下北山村での経験

も活かし、この場合は村ではどのように対応すべきか、どのような方針がよいだろうかということを

常に考えるようにしておりました。また、医大ではＥＲ制度を導入しているため、積極的にＥＲ当直に入

るようにし、初期対応の鍛錬も行っておりました。皆様のかかりつけ医として自信を持って診療に当た

らせて頂きますので、何卒よろしくお願い申し上げます。また、皮膚病に関しては一歩踏み込んで診

療に当たることが出来るのではないかと存じます。限られた資源、設備でどの程度のことまでできる

か、日々診療しながら検討していきたいと思います。

　簡単ではありますが、ご挨拶とさせていただきます。これから２年間、至らないところも多いとは思

いますが、仲良くして頂ければ幸いに思います。どうかよろしくお願い申し上げます。

年金だより

　令和2年4月分から令和3年3月分までの国民年金保険料は、月額16,540円です。 　
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビ二エンス
ストアで納めることができます。 
　また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得なロ座振
替もあります。 
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、
電話・文書・訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。 
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに
納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さ
えられることがありますので、早めの納付をお願いします。 
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があり
ますので、市（区）役所・町村役場の国民年金窓ロへご相談ください。 

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。 

　4月8日（水）、上北山村と株式会社中谷本舗は「包括連携協力に関する協定」を締結しました。
　本協定を機に、相互に連携・協働することにより、地域活性化に取り組みます。

協定の主な内容
〇観光振興に関すること　〇村産品の消費拡大に関すること
〇村有観光施設・物産加工施設の活用に関すること　〇人材育成に関すること
〇防災・災害対策に関すること　〇村の情報発信に関すること　
〇その他協議により定める事項

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

火 災 時 の 通  報
１１９通報（消防署）と同時に、
役場にも必ず通報してください。

役　場
ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山
  やまゆり学園

やまゆり保育園

村民総合会館
白川公民館

ふるさと
ふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０
２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０
３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

赴 任 の ご 挨 拶

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 金 谷 悠 司

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

78V 地方創生包括連携協力に関する
協定の締結について

地方創生包括連携協力に関する
協定の締結について

金岩奏佑くんが奨励賞！！
　3月号の記事で金岩奏佑くんが第37回読書感想画奈良県コンクールにお

いて優秀賞を受賞し、全国学校図書館協議会および毎日新聞社主催の第31

回読書感想画中央コンクールに出品されることをご紹介しました。

　そして、その結果小学校低学年の部において、奨励賞を受賞しました。

金岩奏佑くん読書感想画

村の出来事Topics
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　小中学校の頃は野球を、高校の頃は柔道を、大学の頃は競技ボー

ト、山登りをしておりました。飽き性というわけではないですが、

色々と経験したい質なので部活は一貫しませんでした。山登りは以

降も時々続けており、上北山村からは大峰山も行きやすいのでわくわくしております。

　一般内科、一般外科、整形外科ではない医師の赴任で不安に感じられている方もいるかと存じます

が、大学で皮膚科後期研修中も村での診療を見据えて診療に当たっておりました。下北山村での経験

も活かし、この場合は村ではどのように対応すべきか、どのような方針がよいだろうかということを

常に考えるようにしておりました。また、医大ではＥＲ制度を導入しているため、積極的にＥＲ当直に入

るようにし、初期対応の鍛錬も行っておりました。皆様のかかりつけ医として自信を持って診療に当た

らせて頂きますので、何卒よろしくお願い申し上げます。また、皮膚病に関しては一歩踏み込んで診

療に当たることが出来るのではないかと存じます。限られた資源、設備でどの程度のことまでできる

か、日々診療しながら検討していきたいと思います。

　簡単ではありますが、ご挨拶とさせていただきます。これから２年間、至らないところも多いとは思

いますが、仲良くして頂ければ幸いに思います。どうかよろしくお願い申し上げます。

年金だより

　令和2年4月分から令和3年3月分までの国民年金保険料は、月額16,540円です。 　
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビ二エンス
ストアで納めることができます。 
　また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得なロ座振
替もあります。 
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、
電話・文書・訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。 
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに
納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さ
えられることがありますので、早めの納付をお願いします。 
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があり
ますので、市（区）役所・町村役場の国民年金窓ロへご相談ください。 

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。 

　4月8日（水）、上北山村と株式会社中谷本舗は「包括連携協力に関する協定」を締結しました。
　本協定を機に、相互に連携・協働することにより、地域活性化に取り組みます。

協定の主な内容
〇観光振興に関すること　〇村産品の消費拡大に関すること
〇村有観光施設・物産加工施設の活用に関すること　〇人材育成に関すること
〇防災・災害対策に関すること　〇村の情報発信に関すること　
〇その他協議により定める事項

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

火 災 時 の 通  報
１１９通報（消防署）と同時に、
役場にも必ず通報してください。

役　場
ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山
  やまゆり学園

やまゆり保育園

村民総合会館
白川公民館

ふるさと
ふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０
２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０
３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

赴 任 の ご 挨 拶

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 金 谷 悠 司

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

78V 地方創生包括連携協力に関する
協定の締結について

地方創生包括連携協力に関する
協定の締結について

金岩奏佑くんが奨励賞！！
　3月号の記事で金岩奏佑くんが第37回読書感想画奈良県コンクールにお

いて優秀賞を受賞し、全国学校図書館協議会および毎日新聞社主催の第31

回読書感想画中央コンクールに出品されることをご紹介しました。

　そして、その結果小学校低学年の部において、奨励賞を受賞しました。

金岩奏佑くん読書感想画

村の出来事Topics
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主な内容
村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年4月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９８（+２）
４８７（+２）
２５２（+１）
２３５（+１）
274.22k㎡

【４月３０日】
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・介護保険料　　　　第1期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

4/7やまゆり学園、開校式・入学式より
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２０20年
工業統計調査を実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を明

らかにすることを目的とした統計法に基づ

く報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は中小企業や地域振興などの

基礎資料として利活用されます。

　調査時点は2020年6月1日です。

　調査票へのご回答をお願いいたします。工業統計キャラクター
コウちゃん

　総務省・経済産業省・奈良県・上北山村

　令和2年10月1日を基準日に国勢調査が実施されます。
　国勢調査は国の最も重要かつ大規模な統計調査として、5年
に1回、国内の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策その他
の基礎資料を得ることを目的に行われます。本年度は、開始１００
年の節目を迎えます。

国勢調査員とは？
10月1日に実施する国勢調査の事務を行っていただく方
で、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。任命期
間は8月27日～10月26日までです。

・村内に在住し、20歳以上で調査活動ができる健康な方
・税務・警察・選挙に直接関係していない方
・暴力団員でない及び暴力団もしくは暴力団員と密接な関係
を有しない者
・調査で知り得た秘密を漏らさず、最後まで責任を持っていた
だける方

国勢調査員を募集します！

●応募資格

・調査員事務打合せ会への出席（8月下旬～9月上旬）
・調査地域の確認（9月上旬～9月下旬）
・調査票の配布と改修（9月下旬～10月下旬）
・調査書類の検査と提出

●募集期間　4月22日（水）～6月30日（火）

●主な仕事内容

・国の基準により報酬が支払われます。
・報酬は受け持ち地域数により変わります。

●報酬

やまゆり学園 入学おめでとう！


